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（１） 研究論文などのリスト（印刷中を含む） 

 
著者・発表

者等 
タイトル 

発表雑誌・会合
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発
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発表
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掲載論文の DOI
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One-pot Preparation of 

C1-Homologated Aliphatic Nitriles 

from Aldehydes through a Wittig 
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DOI: 
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T. Sasaki, 
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Moriyama, 

H. Togo 

Preparation of 3-Iodoquinolines from 

N-Tosyl-2-propynylamines with 
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N-Tosyl-2-propynylamines 
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K. Moriyama, T. 

Hamada, Y. 

Nakamura, H. 

Togo 
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（２）卒業研究、大学院修士および博士論文修了指導人数 

   ・卒業研究     2 名 

   ・大学院修士    6 名 

   ・大学院博士    0 名 

 

 

（３）教育業績（自己申告、テキストの作成など、授業の工夫など） 

  学部３、４年生を対象とした大学院受験用の演習書原稿を作成 

東郷秀雄 著 

書籍名：「有機化学演習」 全 310ページ、 

出版社：化学同人（印刷中） 

 

 

（４）国際会議出席と招待リスト 

 

 

（５）新聞や雑誌等で報道された研究成果等（報道媒体，報道年月日，報道内容等） 

 

 

（６）国際並びに国内学会での受賞（賞名，その内容，受賞理由等） 

所

属 

職

名 
氏名 賞名 備考 

年

度 

理

学 

教

授 
東郷秀雄 ヨウ素学会賞 

「単体ヨウ素及び超原子価ヨウ素を用いた有機反応の開発」の功

績 
29 

 

 

（７）国際共同研究（共同研究名，研究内容等） 

 

 

（８）地域・社会と連携した教育・研究活動，学会、国、県などへの協力，など 

 

 

（９）特許（発明者名，発明の名称，出願日，出願番号，整理番号等）（現時点で公表できるもののみ） 

整理番号 出願番号 出願日 発明の名称 発明者名 

学内整理番号は 

【Ｐ１７−０７９】 
 ３月中旬予定 「フェナントリジン化合物の製造方法」 

東郷秀雄，

岸篤司、 

宮本充彦 

 


